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里山農園で玉ねぎの苗つくり始まる（30日）　　昨年も少し苗つくりをしましたが、今年はさらに本格的に自分たちの手で作り上げることにしました。苗床を丁寧に掘り起し、細かく土を砕いて、木津川の砂を5㎝程敷き詰めました。玉ねぎの苗はなかなか育てにくいもので、購入にしてもかなり高額なものとなっています。購入した種も思ったほど種数が入っておらず、3袋では足らないのではないかと思うほどのもので高価で少量でした。発芽率は70％を超えると立派なものだといわれています。元気に芽を出してほしいものです。
第18回里山環境講演会　6日　（土）　13時開場　　京田辺市大住　北部住民センター（桃竹）　
講師に予定してきました琵琶湖博物館の中井克樹さんによる外来生物と生物多様性についてお話をいただきます。山田信人さんからは木津川とその支流での水質検査から得た資料を基に水の汚れについて、中川宗孝さんからは得意のすっぽんや亀などの動物を通じて山城地域での生き物についてお話が聴けると思います。今回は「木津川はどんな川」（木津川副読本の編集発刊に関わっていただいた皆さんからのお話です。せいぜいお越しください。特に琵琶湖博物館からの久しぶりに講師を迎えることができました。話題の生物の生育環境が大きく変化し始めている近頃、私たちがどのように考えて、どのように行動をしていけばいいのかについて考え学習できればと計画しています。ホームページをご覧になっている大阪茨木市からの方からの参加希望が届いています。会場は60名の座席ですので、先着順となっていますので、お早目にお越しください。　皆様のご参加をお待ちしています。
冬野菜の種まきや植えつけ作業7日　　里山農園　　9時30分に作業開始　大勢のお手伝いをお願いします。今年の植えつけ種目は
長ダイコン　丸大根　ホウレンソウ　みぶな　小松菜　千筋京水菜　春菊　大カブ（早生）　こかぶ　日野菜　玉ねぎ　以上11種類を考えています。昨年一昨年に比べて植え付け場所は格段に拡大することができています。大いに広く植えつけようと準備しました。農園では年間を通じて収穫ができて、そして毎月収穫祭が開催できるような作物を検討しています。
できれば参加したいなあとお考えいただいている皆さんから、成果物を得るための実のなる樹木などのリクエストがあればどんどん教えてほしいなどとの返事をお待ちしています。
会誌原稿募集のお願いに寄稿が始まる　　原稿依頼の葉書を送らせていただきましたところ2名の方から早速送付いただきました。
1000文字を超える文章に加えて写真が郵送で届きました。反応があってうれしいことです。その一つは、1990年ごろからの木津川での釣り日記をいただきました。もう一つは、京都府水生生物調査についての原稿です。ありがとうございました。仲間の広場と調査研究に掲載の予定です。皆様のご寄稿をお待ちしています。あまり構えないで気楽にお寄せいただければ楽しい会誌ができると思います。原稿締切までまだ十分期間がございますので、身近な一文をお寄せください。お待ちしています。
32回目の京都木津川マラソン　参加呼びかけのチラシが完成　配布開始　　参加受け付けは10月1日　午前0時からです。地域のご協力と、制限時間の無い大会、環境マラソンとして取り組んでいるので成功させようとボランティアの方々で取り組みが始まりました。昨年のフルマラソンは中二日間で募集を締め切る人気大会です。今年の大会は医療体制と安全面の強化を重点としています。安全係りをコース全体に配置することを課題としています。選手が安全係りのボランティアをされると翌年の受付を優先的に与えられる特典が得られます。こうした積極的な改善を行って、選手による大会への一歩を踏み出します。里山の会員の方々も大いにＰＲをお願いいたします。マラソンは現役選手の死亡事項が発生するかなり厳しい市民スポーツです。マラソン人口の増加で過酷事故が多発傾向にあります。木津川マラソンは全国でも数少ない制限時間のない大会なので、比較的プレッシャーの軽い人気大会なのです。みんなでこの伝統を守って、初心者に優しい大会の発展継続を図りたいと思います。今回も大きなご協力をお願いします。
国交省近畿地方整備局研究発表会に山田さん　
わかりやすい発表と高い評価でした。9月1日午前10時から始まりました。山田さんは初日の午後1番の発表でした。会場は小さめでしたので時間前に満員となりました。簡潔な発表に大きな拍手が寄せられていました。このお話は明後日の講演会でも発表いただきます。
新米の購入受け付け開始　注文をお待ちしています。実りの秋で稲穂が垂れ下がり始めました。稲刈りは9月20日を予定しています。刈り取った翌日には新米の配達ができます。毎年多くの皆さんから大好評で、こんなに早く新米が食べられるなんてと喜んでいいただいています。イノシシの侵入で昨年は苦労した稲刈りでした。今年もイノシシ侵入事件がありましたが、いち早く対処したので収穫が楽しみです。新米のお結びを一緒にいただきませんか、稲刈りにお越しください。お待ちしています。
秋きゅうりの販売が始まる　収穫開始　7月31日にきゅうりの新しい植え付けを行って9月1日に収穫できました。ナスビは8月5日に剪定が終わり8月20日から収穫が始まっています。きゅうりは細くておいしいと喜んでいただいています月水金の朝に百円コーナに並んでいますよ。
秋のハイキングコース下見8日　ＪＲ（城陽駅8：35分　京田辺駅8：56分　京都駅8：02分乗車）　南山城村大河原駅10時
国交省　「手作り郷土賞」に応募　9月1日締め切り　　記載事項　●社会資本の魅力　●活動の概要　●活動における行政の関与　●社会資本の整備・維持管理・活用にあたっての創意・工夫　　●新しい発想、●住民自ら考え工夫を凝らした取組　●地域づくりの成果及び効果について　Ａ経年的な活動実績、参加規模（人数、年代、地域）の実績　Ｂ地域への思いにとんだ取組、地域づくりの枠を超えた効果など　●今後の活動の継続性・発展性　　●他の参考となるような先進性・先導性　　●立ち上げ時の経緯・苦労　●取り組みを行う上での障害となった事柄やその打開策　●当初の目的以外の予期せぬ波及効果　●地域への思い、地域資源への愛着　●新たな活動への種まき、について記述する。以上の項目について添付しました。一夜漬けの資料なので随分中途半端な内容となりましたが、とにかく応募案件「木津川における植物調査と魚とり」として提出しました。






